





































学ワークショッ プｉｎ 長崎」について報告した ．２１０人の参加者のもと ，ライト博士の講演と日本における
事例紹介のプログラムで行 った ．参加者の反応は非常に良好であり ，このような方法でのワークショッ プは
効果的であったと考える ．今後は参加者から寄せられた「事例検討会をもってほしい」という要望や，コミュ
ニケーション技法についての研修希望にどのように応えていくかが課題である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大学医学部保健学科紀要１６（１） ：７１ －７７ ．２００３




























　本ワークショッ プを「家族看護学ワークシ ョッ プｉｎ長
崎」として ，平成１５年１月開催の意志決定をしたところ































































































































































































































































































































　ワークショッ プの参加者は２１０人であ った ．所属別内














５９ ．４％であ った ．アンケートの内容はライト博士の講演







































は５９人（４７ ．６％） ，「有益だ った」は５６人（４５ ．２％） ，「普
通」が４人（３ ．２％） ，「あまり有益でなか った」が！人
（Ｏ ．８％）であり ，事例紹介においても受講者の満足度は
非常に高いものであったといえる

















































































































１）ロレイン ・Ｍライト ，ウェンディ ・Ｌ ・ワトソン ，
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